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第１章 ロジック・ガイドブックの使い方 
 

１．探究活動を通して高めたい力 UTO-LOGIC とは 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校が定義した生徒に身につけさせたい力です 

 

ＬＯＧＩＣ（ロジック）を駆使して，既成概念にとらわれることなく 

未知なるものに挑む態度を身に付けましょう 

 

２．ロジックで何を、どのように学び、何ができるようになるか 

ＵＴＯ-ＬＯＧＩＣが身につけられるよう、探究活動の時間だけでなく、 

あらゆる授業を通して、様々なコンテンツ（内容）を学ぶ 
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３．ロジック・ルーブリックとは 

ルーブリックとは学習目標の達成度を判断するため、評価の観点と、 

観点の尺度を数段階に分けて記述語（文章）で示したものです。 

ロジック・ルーブリックは５つの観点【Ｌ・Ｏ・Ｇ・Ｉ・Ｃ】と、

その観点の尺度を５段階にわけて構成にしています。 

 

ロジック・ルーブリック 

 

 

 

“LOGIC”『Think Logically,Objectively and Globally.Be Innovative and Creative.』 

～論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ，創造的であれ～  

 

観点 

段階 

Logically 

(論理性) 

Objectively 

(客観性) 

Globally 

(グローバル) 

Innovative 

(革新性) 

Creative 

(創造性) 

5 

3年 

 

課題研究 

成果 

発表会 

説明の論理性 

研究をアカデ

ミック・ライテ

ィングの手法

で説明できる 

研究の客観性 

第三者が課題

研究論文集か

ら客観的に研

究証明できる 

国際発表 

英語で課題研

究の成果を発

表することが

できる 

構造の変化 

研究結果から

従来の枠組・構

造を変えるこ

とができる 

概念の創造 

研究結果から

新しい概念を

見出すことが

できる 

4 

2年 

 

課題研究 

成果 

発表会 

説明の対照性 

対照実験とし

てコントロー

ルの設定がで

きる 

研究の正当性 

実験群とコン

トロールの違

いを統計的に

証明できる 

国内発表 

研究の成果を

学校外で発表

することがで

きる 

疑問の変化 

研究結果・考察

から手法や条

件の再設定が

できる 

価値の創造 

研究内容及び

研究結果に価

値を見出すこ

とができる 

3 

2年 

 

課題研究 

中間 

発表会 

説明の一貫性 

研究の仮説・目

的と手法、結果

、考察に一貫性

がある 

研究の再現性 

実験手法から

再現性の高い

結果を示すこ

とができる 

同世代発表 

研究の成果を

様々な高校生

に発表するこ

とができる 

仮説の変化 

研究結果の考

察から研究の

仮説を再設定

できる 

思考の創造 

研究結果の考

察から新たな

研究を見出す

ことができる 

2 

1年 

 
 

プレ 

課題研究 

説明の確実性 

説明の根拠と

なるデータを

示すことがで

きる 

研究の妥当性 

確立した科学

的手法を用い

た実験・研究が

できる 

グローバルの一歩 

研 究 の 概 要

Abstract を 英

語で説明する

ことができる 

知識の変化 

研究内容と教

科書等学習内

容の関連がで

きる 

知識の創造 

研究内容から

教科書等学習

内容の知識が

できる 

1 

1年 

 
 

ロジック 

リサーチ 

説明の一般性 

科学的論文形

式 IMRADに沿

ったレポート

ができる 

情報の正確性 

参考文献の出

典を明らかに

したレポート

ができる 

視野の拡がり 

自分の興味・視

野を未知の世

界 で 拓 く レ

ポートができる  

感覚の変化 

自分の認識・感

覚を変えるレ

ポートができ

る 

未知の創造 

自分の既知と

未知の区別が

あるレポート

ができる 
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４．学校設定教科ロジックでの探究活動の名称とテーマ設定の方法 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校ならではの学校設定教科ロジックでは、 

探究活動のテーマ設定の機会が３回あり、１年前半はロジックリサーチ、 

１年後半はプレ課題研究、２年３年は課題研究、と称して探究を深めます 

２年以降、ＳＳ（スーパーサイエンス）コースとＧＳ（グローバルサイエンス）

コースに分かれて、それぞれが探究活動に取り組みます。 

 

テーマ設定の方法として、３年間、個人で同じテーマで研究することも、 

グループで協働して研究することも、先輩の研究を継続することもできます 

それぞれに応じた方法で自分の興味・関心にもとづいた探究活動ができます 
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５．学校設定教科ロジックの３年間の流れ 

ロジックリサーチ、プレ課題研究、課題研究、３回の探究活動を充実させるために、

様々な発表の機会や体験・研修の機会、大学や研究機関との連携、 

専門機関による実験指導、学会・国際研究発表の機会が設定されています 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

１
年
ロ
ジ
ッ
ク 

 ロジックプログラムⅠ ロジックガイドブックガイダンス・アヤトゥスカルタ 
   
 前 年 度 成 果 発 表 会  代表による中学次の研究成果発表・海外研修報告 
   
 ロジックプログラムⅡ  大学教員による分野別出前講義 16講座から選択 
   
 ロジックプログラムⅢ  本校教員による科学史講座    
   
 大 学 講 義  熊大わくわく連続講義受講   複数講座から選択 

▼    

未来体験学習（先端企業訪問）  県内先端企業を訪問・研修・実習 10事業所から選択 
▼    

リ
サ
ー
チ 

１
年
ロ
ジ
ッ
ク 

 レ ポ ー ト 作 成 生徒１人１テーマで個人探究（教員個別指導） 
   
 ポ ス タ ー 作 成  レポートをもとにポスターセッション資料を作成 
   
 ポスターセッション  クラスごとに１人３分以内で全員がポスター発表 
   
 全 体 発 表 会  クラス代表による探究活動成果発表会 

▼    

未 来 体 験 学 習 （ 関 東 研 修 ）  国際統合睡眠医科学研究機構及び筑波研究学園都市研修 
▼    
課
題
研
究 

１
年
プ
レ 

 研 究 要 旨 作 成  要旨記載要領（JST主催 SSH生徒研究発表会）参照 
   
 ポ ス タ ー 作 成  研究要旨・プレゼンテーション資料をもとに作成 
   
 校 内 発 表 会  日本語でプレゼンテーション・研究成果発表会予選会 

▼    

ロジックスーパープレゼンテーション  代表：口頭発表 全員：ポスター展示・研究要旨集発行 
▼    

２

年

課

題

研

究 

 実 験 基 礎 講 座  ロジック・ガイドブック活用法・実験ノート活用法 
   
 サイエンスリテラシー講座  サイエンスリテラシーに関する講義・実験と仮説設定 
   
 中 間 発 表 会  日本語でプレゼンテーション・質問カード活用 
   
 K S H 合同研究発表会  熊本県内 SSH・WWL・SPH指定校によるオンデマンド型発表 
   
 I C A S T  代表生徒による国際先端科学技術学生会議での英語発表 
   
 研究要旨・ポスター作成  要旨記載要領（JST主催 SSH生徒研究発表会）参照 
   
 校 内 発 表 会  日本語でプレゼンテーション・研究成果発表会予選会 

▼    

ロジックスーパープレゼンテーション  代表：口頭発表 全員：ポスターセッション・研究要旨集発行 
 ▼  

各 種 学 会 ・ コ ン テ ス ト 出 場  各種学会参加・SLEEP SCIENCE CHALLENGE 
 ▼   

３
年
課
題
研
究 

 研 究 論 文 作 成  研究論文記載要領（journalフォーマット）参照 
   
 ポ ス タ ー 作 成  英語または日本語でポスターセッション資料作成 
   
 校 内 発 表 会  英語によるプレゼンテーション・質問カード活用 

▼    

ロジックスーパープレゼンテーション  代表：オンラインディスカッション 全員：研究論文集発行 
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第２章 ロジック・ガイドブックコンテンツ 
 

 

ロジック・ルーブリックは熊本県立宇土中学校・宇土高等学校が、 

生徒に身につけさせたい力『ＬＯＧＩＣ』の５観点【Ｌ(論理性)・ 

Ｏ(客観性)・Ｇ(グローバル)・Ｉ(革新性)・Ｃ(創造性)】を 

探究活動【ロジックリサーチ・プレ課題研究・課題研究】に応じて、 

５段階に分け、記述語（文章）で示したものです。 

 

ロジック・ガイドブックは、『ＬＯＧＩＣ』の５観点と 

探究活動の段階に応じて必要となるコンテンツを 

２５個の構成要素(モジュール)にまとめています。 

 

探究活動を進めるうえで生じる課題や疑問に応じて、 

必要となるモジュールを自身で組み合わせて探究を深めてください。 

以下の凡例を参考にロジック・ガイドブックを活用してください。 

 

 

ロジック・ガイドブックの凡例 

「モジュール」には「観点-段階」、「観点」には「探究活動の段階とロジック・ルーブリックの記述語」

を表記しています。 

 

モジュール 観 点 ロジックリサーチ 

L-1 
Logically 

(論理性) 
説明の一般性 

科学的論文形式 IMRADに沿ったレポートができる 

     「観点」  

「観点」-「段階」      ロジック・ルーブリックの評価記述語 

 


